
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 認定特定非営利活動法人子どもシェルターモモ

1 事業の方針

2 事業の実施に関する事項

（１）特定非営利活動に係る事業

実施場所 従事者の人数 支出額(千円)

非公開 ４人 14,950

実施場所 従事者の人数 支出額(千円)

岡山市北区
学南町

４人 21,390

実施場所 従事者の人数 支出額(千円)

岡山市北区
法界院

４人 20,420

実施場所 従事者の人数 支出額(千円)

岡山市北区
清輝橋

１０人 8,360

実施日時 受益対象者の範囲及び人数

令和3年4月
～令和4年3月

15歳から20歳までの自立を目指す女子：
利用者6名以上

定款の事業名 事 業 内 容

児童養護施設等退所者に対するアフ
ターケア事業

子どもシェルターや自立援助ホームを退所した子どもに対する「フォ
ローアップ事業」、児童養護施設等を退所した子ども・若者に対する
「アフターケア事業」としてアフターケア相談所「ｅｎ」を開設し、他
のNPO等と連携して、児童養護施設等を退所した子どもや若者が、社会
的に自立した生活を送れるよう、居場所の提供、生活支援、就労支援、
住居支援等を行う。

実施日時 受益対象者の範囲及び人数

令和3年4月
～令和4年3月

児童養護施設等を退所した子ども等：利
用者のべ2,000件

令和3年4月
～令和4年3月

15歳から20歳までの自立を目指す男子：
利用者6名以上

定款の事業名 事 業 内 容

自立援助ホーム運営事業
女子用自立援助ホーム「あてんぽ」の運営。虐待等の理由から家庭で生
活できない子どもたちが働きながら自立することを目標に生活支援を行
う。

定款の事業名 事 業 内 容

自立援助ホーム運営事業
男子用自立援助ホーム「学南ホーム」の運営。虐待等の理由から家庭で
生活できない子どもたちが働きながら自立することを目標に生活支援を
行う。

実施日時 受益対象者の範囲及び人数

子どもシェルター運営事業
子どもの緊急避難場所として子どもシェルター「モモの家」を運営。子
どもたちが安心して気力を恢復できるように寄り添い、次の生活場所が
確保できるまで支援を行う。

実施日時 受益対象者の範囲及び人数

令和3年4月
～令和4年3月

15歳から20歳までの緊急避難を要する女
子：利用者10名

令和３年度事業計画書
令和3年4月1日から令和4年3月31日

　令和２年度に行う予定であった休眠預金助成金でのアフターケアの新拠点の取得について、物件探
しが難航しましたが、令和３年度に取得の運びとなりました。
　令和２年度に検討した子どもシェルターモモの今後１０年の課題①社会福祉法人化を目指す②自立
援助ホーム、アフターケア事業の拡大③総合的若者支援センターの役割を果たす④職員の待遇改善⑤
子ども基金の創設に向けて取り組んでいきます。

定款の事業名 事 業 内 容



実施場所 従事者の人数 支出額(千円)

岡山市北区
岡町

３人 2,280

実施場所 従事者の人数 支出額(千円)

岡山市北区
岡町

１０人 2,964

児童養護施設等退所者に対するアフ
ターケア事業

休眠預金助成金を活用し、アフターケアの支援拠点の充実・強化事業を
3か年計画で実施するため、物件を購入して整備する。空間の整備にお
いては作業療法士のコンサルテーションを受ける。

実施日時 受益対象者の範囲及び人数

令和3年4月
～令和4年3月

児童養護施設等を退所した子ども等

定款の事業名 事 業 内 容

その他、この法人の目的を達成するた
めに必要な活動

岡山県共同募金会「地域から孤独をなくそう」ささえあいプロジェクト
として、新しいアフターケア支援拠点の改修や備品の購入をして環境の
整備を行う。

実施日時 受益対象者の範囲及び人数

児童養護施設等を退所した子ども等
令和3年4月

～令和4年3月

定款の事業名 事 業 内 容


